十一月 一日 晴、 行程 七 里、 もみ ぢ屋 という 宿に 泊 

る。 

有 明月のう つくし さ。 

今朝 はいよ いよ 出発、 更始 一新、 転 一歩の たしかな 一 

歩 を 踏み出さなければ ならない。 

七 時 出立、 徳 島へ 向う (先夜の 苦し さ を 考え 味わいつ 

つ)。 

この あたり は 水郷で ある、 吉野 川の 支流が ゆるやかに 

流れ、 蘆 荻が 見 わたす かぎり 風に 靡いて いる、 水に 沿 

うて 水 を 眺めながら 歩いて 行く。 



宫島 という 部落へ まいって 十 郎兵衛 の 遺跡 を 見た、 道 

筋 を 訊ねたら 噓を 教えて くれた 人が ある、 悪意からで 

はなかろう けれど、 旅人に 同情が なさす ぎる。 

発動 汽船で 別 宫川を 渡して 貰う、 大河ら しく 濁流 滔々 

として 流れて いる (渡船 賃は巿 営な ので 無料)。 

徳島は 通りぬ ける、 ずいぶん 急いだ けれど 道程 はな か 

なか 涉ら ない、 日が 落ちてから、 簏島 (義経 上陸 地と 

いわれる) の ほとりの 宿に 泊った。 八十 歳 近い 老爺 一 

人で 営業して いるら しいが、 この 老爺 なかなか 曲者ら 

しい、 嫌な 人間で ある、 調度 も 賄 も 悪くて、 私 をして 

旅の わびし させつな さ を 感ぜし める に 十分であった！ 



(皮肉 的に 表現 すれば 草 紅葉の よさの 一 端 もない 宿 

だった！) 

今日は 興亜 奉公 日、 第二 回目、 恥ずかし いこと だが、 

私 はちよ っぴり アル コ —ルを 摂取して 旅情 を まぎらし 

た。 

ママ 

同宿 四 人、 修業 遍路 二人、 巡礼 母子 二人、 何だか ごみ 

一 ，- み) 」 て) 」 て して 寝覚 勝な 夜で あ つ た。 

(十一月 一日) 

旅 空 ほつ かりと 朝 月が ある 

夜 を こめて おちつけない 葦の 葉 ずれの 

ちかづく 山の、 と ほざかる 山の 雑木 紅葉の 



落葉 吹き まくる 風の よろよろ あるく 

秋の 山山 ひきずる 地下足袋の やぶれ 

お 山 のぼりくだり 何 かおと したやうな 

十一月 二日 快晴、 行程 八 里、 星 越 山麓、 あさひ や。 

早 起 早 立、 まっしぐらに いそぐ、 第 十八番 恩 山寺 遥拝、 

第 十九 番立江 寺 拝 登。 

野良で 野良 働きの 人々 がお 弁当 を 食べて いる、 私 も 食 

ベる、 わがまま をつつ しむべし。 

飴玉 をし やぶりつつ いくつかの 村 を 過ぎる、 福 井 (鉄 



道の 終点) というと ころで、 一杯 ひっかける、 つかれ 

がう すらいだ、 山路になる、 雑木 山の 今日 この頃 は 美 

しい、 鉦 打で 泊ろうと 思った けれど 泊めて くれない、 

また 歩きつ づけて 峠の 下で 泊めて 貰う、 まったくの 山 

村 だが、 電話 も あれば ラジオ も ある、 宿 は 可 もな し不 

可 もな しだった、 相客 は老 同行、 話し合つ ている うち 

に 同県 人だった ので、 何となくな つかしかった、 好感 

の 持てる おじいさんだった。 

今夜 も 風呂な し (昨夜 も)、 水で 身体 を 拭いた が 肌寒 を 

感じた。 



十一 月 三日 晴、 行程 八 里、 牟岐、 長 尾屋。 

老 同行と 同道して、 いつもより 早く 出発した。 

峠 三 里、 平地み たいに なだらかだった けれど、 ずい ぶ 

ん 長い 坂であった、 話 相手が あるので 退屈し なかった、 

老 同行と は 日和 佐 町の 入口で 別れた (おじいさん、 ど 

ぅぞぉ 大切に)。 

第一 一十 三番 薬 王 寺 拝 登、 仏殿 庫裡 もがつ ちりして いる、 

円 山ら しい、 その 山上からの 眺望が よろしい、 相 生の 

樟の 下で 休憩した、 日和 佐と いう 港 街 はよ さそうな 場 

所で ある。 



遠い 酒店まで 出かけた、 酒好き 酒飲みの 心裡は 酒好き 

酒飲みで ない と、 とうてい 解るまい、 おそくな つて、 

おばあさん へんろが 二人 ころげこん できた、 あまり 

しゃべる ので、 同宿の 不動 老人が ぶつく さいって いた。 

(十 一 月 三日) 

山家 ひそかに も ひたき 

明治 節 

山の 学校け ふ はよ き 日の 旗 を あげ 

もみ づる 山の 家 あれば 旗日の 旗 

よい 連れが あって 雑木 もみ ぢ やひよ 鳥 や 

旗日の 旗 は 立てて 村 はと かくお るすが ち 



村 はるす がちの 柿 赤し 

山み ち 暮れい そぐ リん だう 

こんなに 草の 実 どこの 草の 実 (改) 

しぐ るる あしあと をた どり ゆく 

トンネル 吹きぬ ける 風の 葉が ちる 

しぐれて ぬれて 旅 ごろ もし ぼって は ゆく 

しぐれて ぬれて まっかな 柿 もろた 

しぐ るる ほど は 波の音た かく 

大魚籠 さ かさまに しぐれて ゐる 

濡れて はたらく めう とな かよく 

しぐれて 人が 海 をみ てゐる 



十 一 月 四日 雨、 風、 行程 六 里、 甲ノ 浦、 三 福屋。 

雨中 出立、 そして 雨中 行 乞 (今日、 牟岐 町で、 初めて 

行 乞ら しく 行 乞した)、 雨が 本降りに なった、 風が 強く 

吹き だした、 —— 八 坂 八 浜 を 行く ので ある、 風雨の す 

きまから 長 汀 曲浦 を 眺めつつ 急ぐ、 鯖 大師 堂に 参詣す 

る、 風で 笠 を 吹きとば され、 眼鏡 もとんで しまって 閉 

口して いたら、 通りが かりの 小学生が 拾って くれた、 

ありがとう ありがとう、 雨い よいよ しげく、 風ます ま 

すす さぶ、 奥辆 町で 泊る より 外 なくなつ たが、 どの 宿 



た、 同宿に 気む つかしい 病人が いてい やだった が。 

宿のお ばさん がお 祭の 御馳走のお 裾 分 だとい つ て、 

ぉ鯧を 一皿お せったいして 下さった、 おいしかった、 

私 も 今夜 は 二 杯 傾けた。 …… 

野宿い ろ/ \ 

波音 おだやかな 夢の ふるさと 

秋風 こんや も 星空の ました 

落葉し いて 寝る ょリ ほかない 山のう つくし さ 

生きの 身の いのち かなしく 月 澄み わたる 

い っぞ やの 野宿 を 

わが いのち を はる もよ ろし 



大空 を 仰げば 月の 澄み わたるな り 

留置郵便 は うれしい ありがたい 

秋の たより 一 ト束 おっかけて ゐた 

波音の 松風の 秋の 雨 かな 

歩る く ほかない 秋の 雨ふりつ のる 

十一月 五日 快晴、 行程 五 里、 佐 喜 浜、 樫 尾屋。 

すっきり 霽れ あがって、 昨日の 時化 は 夢の ように、 四 

時に 起きて 六 時 立つ。 

今日の 道 はよ かった、 すばらしかった (昨日の 道 もま 



た)。 

山よ 海よ 空よ と 呼 かけたい ようだった。 

波音、 小鳥、 水、 何もかも ありがたかった。 

太平洋と 昇る 日！ 

途中 時々 行 乞。 

お 遍路さん が 日に まし 数多くな つ てく る、 よい 墓地が 

あり、 よい 橋が あり、 よい 神社が あり、 よい 岩石が あつ 

た。 …… 

おべ ん とうは とても 景色の よいと ころで いただいた、 

松の木の かげで、 散 松葉の 上で、 石 藤の 花の 中で、 大 

海 を 見お ろして。 



(牟 岐、 長 尾屋) 

夜 菜 葉、 芋 



(甲ノ 浦、 三 福屋) 

菜 葉 

煮魚 

唐 辛 佃煮 菜漬 

朝 味 § 汁 味&汁 

X 唐 辛 佃煮 X 菜漬 

菜漬 

(X 印 をお 弁当に 入れる) 



(十 一 月 五日、 室 戸 岬へ) 

おほら かに おしよせて 白波 



J ろ) J ろ 浜 

水 もころ ころ 山から 海へ 

銃後 風景 

ぉぢ いさんお ばあさん 炭 を 焼いて ゐる 

旅 は ほろほろ 月が 出た 

旅のから だ を ぼりぼり 搔 いて ゐる 

病みて 旅人い つも ニン ニク たべ てゐる 

(塞 尸) 

わ だつ み を まへ にわが お べんた うま づ しけれ ど 

ち 

あらなみの 石 藤の 花 ざ か り 



松 はかた むいて あら 波の くだける ま、 

蔦が からまり もみ づ りて 電信 棒 

われい まこ こに 海の 青 さの かぎりなし 

秋 ふかく 分け入る ほど は あざみの 花 

墓 二つ 三つ 大樟 のかげ 

落葉 あたたかく 嚙 みしめ る 御飯の ひかり 

いちにち 物い はず 波音 

野宿 さまん \ 

こんや は ひとり 波音に つ つまれて 

食べ て 寝て 月が さしい る 岩穴 

i£ 草ぬ くう 寝る とする 蠅 もき てゐる 



麓の 律呂で 泊る つもりだった けれど 泊れ なかった (断 

られ たり、 留守だった りして)、 とうとう 室 戸の 本 町 ま 

で 歩いて、 やっと 最後の 宿のお かみさんに 無理に 泊め 

て 貰った、 もう とつぷり 暮れて いたので ある。 

片隅で 無燈、 一 杯 機嫌で 早寝した (風呂が あってよ かつ 

た)。 

(十 一 月 六日) 〃室 戸 岬， へ 

波音し ぐれて 晴れた 

あらうみ とどろ 稲 は 枯れて ゐる 

かくれたり あら はれたり 岩と 波と 岩との あそび 

海 鳴 そぞろ 別れて 遠い 人 をお も ふ 



ゆ ふべ は 寒い 猫の 子 鳴いて 戻った 

あら 海せ まる 蘭 竹の みだれ やう 

東 寺 

うちぬけ て 秋 ふかい 山の 波音 

土 佐 海岸 

松の木 松の木と しぐれて くる 

十 一 月 七日 秋晴、 行程 四 里、 羽根 泊 (小 松屋)。 

早 起、 津寺拝 登、 行 乞 三時 間、 十 時 ごろから そろそろ 

西へ 歩く II (銭 十六 銭 米 八 合)。 



途中、 西 寺 遥拝 (すみません)、 不動 岩の 裏で、 太平洋 

を 眺めながら、 すこし 早い が、 お 弁当 を 食べる、 容樹 

〔# 底本 は 「容」 の 左に 「ママ」 と 注記 U の 葉 を 数枚 摘む。 

松原が つづく、 海 も 空 も 日本晴、 秋 —— 日本の 秋、 道 

そいの 畑に は 豌豆が だいぶ 伸びて いる、 浜お もとが よ 

く 茂って いる、 南国ら しい、 今日は 数人のお へんろ さ 

んと 行き 逢った が、 紅白粉 をつ けた 尼さん は 珍ら し 

かった、 何だか 道化役者め いていた、 この あたりに は 

薄化粧した 女 はめった に 見あたらな いのに。 

喜 良 川の 松原で、 行きずりの 老 遍路 夫婦と 暫 らく 話し 

た、 何とな しに 考えさせられる 事実で ある、 三 里 あま 



リ 歩いて 来て、 羽根、 その 街 はずれの 宿 —— 屋号が 書 

き 出して ない —— 家に 泊った、 木賃宿と して は 新ら し 

い 造作で、 待遇 も 悪くない、 部屋 も 井戸端 も 風呂 も、 

そして 便所 も 広々 として 明るくて、 うれしかった、 な 

かな かよい 宿であった。 

今日は 三時 前の 早 泊り、 先夜 昨夜に 懲りた から。 

清流まで 出かけて、 肌着 や 腰巻 を 洗濯す る、 顔 も 手 も 

足 も 洗い清めた、 いわば 旅の 禊で ある、 こらえ きれな 

くて 一杯 ひっかける、 高い と 思うた けれど、 漬物 を 貰 

い 新聞 (幾日ぶ りか！) を 読まして くれたから、 やつ 

ぱリ 高く はなかった、 明日 は 明日の 虱が 吹こう、 今日 



は 今日の 屈に 任せる、 …… 好 日 好事だった、 ありがた 

しあり がた し。 

夜 はお そくまで 執筆 (一室 一人 一 燈の よさ だ)、 昨夜 を 

とりかえし たような 気がした。 

先日から 地下足袋が 破れて、 そのために 左の 足 を 痛め 

て 困って いたと ころ、 運よく ゴム 長靴の 一方が 捨てて 

あるの を 見つけた、 それ を 裂いて 足袋 底に 代用した の 

で 助かった、 求む る もの は 与えら ると いう こと、 

必要 は 発明の 母と いう 語句 を 思いだ した ことで ある。 

寒い 地方の 人が まろい、 いいかえ ると、 温かい 地方の 

人間 は 人柄が よくない、 お 修行しても 寒い ところの 方 



がよく 貰える と 或る 修行 遍路さん が 話した、 一 面の 道 

理が あるよう だ。 

行 乞して いると、 今更の ように 出征の 標札 —— その 種 

類 はいろ いろ ある、 地方に よって 時節に よって 異 るが 

—— その 標札が 多い のに 気がつく、 三枚 も 並べて ある 

のに はおの ずから 頭が さがる。 …… 

安宿で は 木賃宿で は 遍路 宿で は 

□ 一人 一隅、 そこに 陣取って、 それぞれの 荷物 を始 

末す る。 

口め いめいの おはち を 枕許に (人々 の 御飯)。 

□ 一 室 数人 一 鉢 数人 一 燈 数人。 



□ 安宿で 困る の は、 便所の きたな さ、 食器の きたな 

さ、 夜具の きたな さ、 虱の きたな さ、 等々 であろ 

う。 

〇 安宿に 泊る 人 はたい がい 真裸 (大部分 はそう であ 

る) である、 虱が とりつくの を 避ける ためで ある 

夏 は ともかく 冬 は その 道の 修行が 積んで いないと 

なかなか である (もっとも 九州の 或る 地方の よう 

にそうい う 慣習が あると ころの 人々 は 別と して)。 

(夕食) (朝食) 

莢 豆と 芋との 煮 付 味噌汁 二 杯 

南瓜の 煮 付 大根 漬 



大根 浅漬 

御飯 もお 茶 も たっぷり たっぷり 

犬 一 一 題 

□ 四国の 犬で 遍路に 吠えた てると は 認識不足 だ、 犬 

の 敵性。 

口 昨日 は 犬に 咬みつ かれて 考えさせられ、 今日は 犬 

になつ かれて 困った、 どちらも 似た ような 茶色の 

小犬 だ つ たが。 

□ "しぐ るる や 犬と 向き合って ゐる" 



尾 木 は 殊に 温暖で 収穫 も 多い らしい。 

(十 一 月 七日) 

草の 実 こんなに どこの 草の 実 

ここで 泊ら う 草の 実 払 ふ 

牛 は 花 野に つながれて おのれの 円 を ゑが く 

途上 即事 

ついて くる 犬よ お まへ も 宿な しか 

石ころ そのまま 墓に して ある 松の よろし さ 

旅で 果てる こと もほんに 秋 空 

ほろほろ ほろび ゆく わたくしの 秋 



奈半利 町 行 乞、 町に 活気が ないだ け それだけ 功徳 も少 

なかった、 土 佐 日記 那 波の 泊の 史蹟で ある。 

奈半利 川 を 渡る と 田野 町、 浜 口 雄 幸 先生の 邸宅が ある 

と 標札が 出て いる、 それから 安田 町、 神の 峯 遥拝、 恥 

じないで はいられない、 大山 岬、 狭い けれどよ い 風光 

である、 澄 太 君 を 考えた の は 自然であろう。 

四時 頃、 都合よ く 伊尾木で 宿に つけた、 同宿 は 同行 一 

人、 おばさん はよ い 人柄で ある、 風呂 も 沸かして もら 

えた、 今日 こそ は アル コ —ルな し、 宿に 米 一升 渡して、 

不足 十二 銭 払ったら、 剰す ところ 銭 九 銭 来 二 合 だけな 
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今日の 功徳 は 米 六合と 銭 六 銭だった、 よく 食べよ く 寝 

た、 終夜 水 声。 

同行さん から、 餅 やら 蜜柑 やらお 菜 やら 頂戴した、 感 

(十 一 月 八日) 

木の実お ちて ゐる拾 ふべ し 

あとに なり さきにな りお へ ん ろさん の たれかれ 

(野 食) 

秋 あたたかく 蠅も蚊 も あつまって 

短日 暮れ かかる 笈の おもさよ 

脚の いたさ も 海 は 空 は 日本晴 



た、 雨中 を 三 里 あまり 歩いて 和食 町、 教えられた 宿— 

I 町はずれの、 松林の 中の ゑび す やにお ちつく、 ほん 

にょい 宿であった、 きれいで しんせつで しずかで、 そ 

して まじめで、 —— 名勝、 和食の 松原、 名産、 和食 笠。 

夕方、 はだしで 五 丁 も 十 丁 も 出かけて、 一杯 ひっかけ 

て (何とい うう まさ！)、 ずぶぬれ になった、 御 苦 

労々 々 々。 

晚 食後、 同宿の 行商 老人と 共に 宿の 主人から 轟 神社の 

神事に ついて 聞かされた、 どこでも たれで もお 国自慢 

は 旅の 好 話題と いうべし である。 

今日は 大降りだった、 と ある 路傍の お宮で 雨 やどりし 



ている と 田舎のお かみさん 二人 もやって きた、 その 会 

話が おもしろい、 言葉が よく 解らない けれど、 腰巻の 

話、 おやじの 話、 息子の 話。 

今日の 功徳 はめず らしく も、 銭 二十 八 銭、 米 九 合 余。 

(夕食) (朝食) 

菜 葉お ひたし そうめん 汁 来 一 升 渡 

そうめん いりこ 内 五合 は 飯 

梅シ ョ ゥガ 梅干 不足 金 

十三 銭 也 

(十 一 月 九日) 



水 音 明けて くる 長い 橋 を わたる 

朝の 橋 を わたるより 乞 ひ はじめる 

朝の ひかり ただよへ ばうた ふ もの 

高 知へ 

日に日に 近うな る 松原 つづく 

十 一 月 十日 晴、 朝 寒、 行程 八 里、 高 知 山 西。 

—— よう 降った、 夜明けまで 降り つづいた が、 朝 はか 

らリと 晴れ わたって、 星が さえ ざえ と 光って いた、 I 

I 助かった と 思う、 幸福々々 (宿 もよ かった、 ほ とん 



ど 申 分なかった)。 

七 時 出立、 松原が よろしい、 お 弁当の おもいの もうれ 

しかった、 赤 岡 町まで 二 里 半、 途中 行 乞 (功徳 は 銭 七 

銭 米 六合)。 

午後 は ひたすら 高 知へ 強行した、 申 訳ない けれど、 第 

二 十八番、 第二 十九 番は 遥拝で 許して いただく、 風が 

出て 来たが、 ほどなく ffl いで、 のどかな 小春日和 になつ 

た、 御免から は 路面 舗装、 身 も 心 も 軽い、 思い かけな 

く、 電車から 降りた 母子の 方から 拾 銭 玉 を 頂戴した (こ 

の 十 銭が 私 を 野宿から 助けて くれた！)。 

いそいだ けれど 暮れて 高 知 着、 まず 郵便局で 郵便物 を 



受取った、 いろいろ 受取った けれど、 期待した もの は 

なかった、 がっかりした、 お札 所 横の 山 西屋に 泊る、 

名 を 売って いる だけ 客 扱 もよ く 客人 も 多い、 おいしい 

御飯 をた ベ 風呂に 入って、 ぐったり 寝た、 アル コ —ル 

なし。 

米 八 合 渡して (内 五合 は 飯米) 不足 金 二十 銭 払った。 

「来 八 合 渡 内 五合 は 飯米 J 

L 金 十三 銭 払 」 

(夕食) (朝食) 

焼 魚 味噌汁 二 杯 

菜 葉 ひたし 削 節 



落日い ろい ろ 

大洋、 都巿、 田園、 山中。 

(十 一 月 十日) 

墓地 は しづかな お べんた う を ひらく 

梅干 あざやかな 飯粒 ひかる 

行 乞即事 

あな もたいな やお 手 手のお 米 こぼれます 

まぶしく も わが 入る 山に 日 も 入った 

高 知 城 



お 城 晴れ わたる 蔦紅葉 

銅像 おごそか 落つ る 葉 もな く 

土佐路 所見 

重荷お もけ ど 人が ひく 犬が ひく 

十一月 十一 日 晴、 滞在。 

七 時 —— 十二時、 市内 行 乞 (来 四 合、 銭 五十 五 銭)。 

人 さまざま 世 さまざま、 同室 四 人、 みな へんろさん 

私 も その 一 人。 

身心の むなし さ を 感じる。 



高 知 城 観覧、 その 下で お 弁当 を ひらく、 虱 をと る、 帰 

宿して 一 杯、 そして 一 浴、 鬚 を 剃った、 ぼか ぼか —— - 

ま 、つ ま 、つ 

十一月 十二 日 よき 晴れ、 滞在。 

八 時から 十 一 時まで 行 乞、 銭 四十 七 銭 来 八 合。 

高 知 は やっぱり 四国の 都会、 おせった いの 意味で、 み 

かん、 かし、 いも …… をいた だく ことが 多い、 午後 は 

曇る、 降ったら 困るな、 一杯 ひっかける！ 

夜 は 巿街を 散歩す る、 明日の 行 乞 場所 を 視察して おく、 



ャ らしい。 

II 銭 一 銭 米 一 合 残って いる だけ だ！ 

ひなた まぶしく 飯ば かりの 飯 を 

まぶしく しらみと りつく せな い 

老木 倒れ たるま まの ひかげ 

街の ある 曰の あると ころ 

ハイ ヒ— ルで葱 ぶらさげて 只今お かへ り 

今日の 太陽が まづ 城の てっぺん 

道 ベリ 腰をおろして 知らない 顔ば かり 

旅の ほこり を うちはら ふ 草の げっそり 枯れた 

旅の 旅路の 何となく いそぐ 



毎夜、 御詠歌の 稽古が 熱心に つづけられる、 御詠歌と 

いう もの はいろ いろの 派が ある けれど、 所詮 は ほろ り 

とさせられる ところに そのいの ちが ある。 

銭はなくて も ゆとりが ある！ 

いろ/^ さまん \ 

木賃宿 は、 多くの 人 は 御飯 四 合 貰う (女 は 三 合)、 そ 

れを 三度 分に する 人 も あるし、 二度で 食べて しまう 

人も少 くない、 だいたい 流浪者 はお 昼 をぬ かす 二食 

が 普通 だ。 

私 は 五合 食べる、 大食の 方 だが、 いつも 三度に 食べ 



るの だから (お 弁当 を 持つ て 出る ので)、 あたりまえ 

かも 知れない、 もっとも 四国の 宿の 御飯 は 他の 地方 

の それよりも 正確で、 量が 多い こと は 間違 はない。 

高 知で 眼に ついた 看板 二三 —— 

安め し、 これ は 適切 だ、 安宿 も 適切 (木賃宿 は 普通 

だが、 簡易 宿、 経済 宿 はかえ つてお もしろ くない)、 

かん 安 売、 これ はどう かと 思う、 かん は棺 である。 

十一月 十五 日 秋晴、 滞在。 



今朝、 同室のお へんろさん 二人 出立、 西へ 東へ、 御 機 

嫌よう、 御 縁が あったら また 逢いましょう。 

新 客 一人、 野宿のお 遍路さん らしい。 

—— 水の ように、 雲の ように。 —— 

今日の 功徳 は 銭 三十 三 銭、 米 五合 也、 食べて 泊って、 

そして 一杯 ひっかけて、 煙草 も 買った ので、 残る とこ 

ろ は …… 心細い といえば 心細い、 その 心細 さで 明日 か 

らは 野に 臥し 山で 寝なければ ならないだろう、 三度の 

食事 も あまり あてに はなるまい！ 

十 一 月 十六 日 晴 II 曇、 行程 八 里、 越智 町、 野宿。 



暗い うちに 起きた が 出発 は 七 時ち かくな つた、 思い あ 

きらめて 松 山へ いそぐ、 —— 高 知で は 甲斐な くも 滞在 

しすぎた、 さよなら、 若い 易者さん よ、 老 同行よ、 さ 

よなら 高 知よ。 

途中 処々 行 乞、 伊野 町へ 十 一時 着いて 一 時まで 行 乞 (道 

中い そいだ ので 老 同行 を 追いぬ いたの は 恥ずかし かつ 

た、 すまなかった と 思う)、 銭 三十 四 銭 米 六合 戴いた、 

仁 淀川 橋、 土 佐 紙な どが 印象され た。 

とつぷり 暮れて 越智 町に 入った が、 どの 宿屋で も 断ら 

れ、 一 杯 元気で 製材所の 倉庫に もぐりこんで 寝る、 犬 



に 嗅ぎ出されて 困った、 ろくろく 睡れ なかった、 鼠に 

米 袋 を かじられた、 —— 絶食 野宿 はつらい ものである。 

十 一 月 十七 日 曇 II 時雨、 行程 四 里、 川口 在 善根 

宿。 

おもわず 寝す ごして、 のこのこ 出かける ところ を 家人 

に 見つけられたら しいが、 何ともい われなかった、 お 

世話になりました。 

七 時から 十 時まで 越 智町行 乞、 しぐれ だした がし ぐれ 

る ままに 行 乞し つづけた (薯、 餅、 菓子、 柿、 密柑、 



そのまま 食べられる ものが 今朝 は うれしかった、 

何しろ 腹が 空って は 読経が 出来ない！)、 それから 行 

ける ところまで 行く 心が まえで。 

午後 は 晴れた、 風景よ ろし (寺 村 橋より 殊に)、 しみ じ 

み 山と 水と を 観た。 

川 口 行 乞、 伊野 —— 越智 —— と つづいて 行 乞 成績が よ 

い、 遍路 街道で なく、 そして また 遍路 も 稀で、 人情 も 

信仰 も あつい ものが ある、 今日の 功徳 は 銭 五十八 銭 米 

一 升 四 合。 

野宿 覚悟で 川口の 街 はずれ をい そいで いると 川 土手の 

下から 呼び とめられた、 遍路さん お 米 を 売って くれな 



いかと おかみさん がいう ので ある、 そこへ 下りて 行く 

と 家と いえば 家の ような 小屋が 二 軒 ある、 一 升 買って 

くれた、 しかも 四十 二 銭で、 —— 竹 籠 を 編んで いた 主 

人 公が、 よかったら 泊って 行きなさい 野宿より まし だ 

ろう、 という、 渡りに 船で 泊めて 貰う、 板 張、 筵 敷、 

さんたんたる 住居で ある、 そして 夫婦の あたたかい 心 

はどう だ！ (茶碗 も 数が 足らな く 蒲団 も掛 一 枚き り 

だった) 子供 六 人！ 猫 三 匹、 鶏 数 羽、 老人、 牛。 … 

私 はなけ なしの 財布から 老人と 主人と に 酒 を、 妻 君と 

子供に 菓子 を 買って あげて、 まずしい、 しかもお いし 



い 夕飯 を みんない つし よに いただい たこと である。 

労れて、 酔うて、 ぐっすり 寝た、 瀬 音 も 耳に つかな か つ 

た。 

十 一 月 十八 日 好晴、 往復 四 里、 おなじく。 

山の よろし さ、 水の よろし さ、 人の よろし さ、 主人に 

教えられて、 二 里ち かく 奥に ある 池 川 町へ 出かけて 行 

乞、 九 時から 十二時まで、 いろいろの 点で、 よい 町で 

あった (行きち がう 小学生が お辞儀す る)。 

行 乞 成績 は 銭 七十 九 銭、 米 一升 三 合、 もったい なかつ 



た (留守 は 多かった けれど、 お通り は殆ん どなかった、 

奥の 町 はよ いかな)。 

渓谷 美、 私の 好きな 山 も 水 も 存分に 味った、 野 糞 山 糞、 

何と 景色の よい こと！ 三時に は 帰って来て、 川で 身 

心 を 清め、 そして 一 杯す すった。 

明けお そく 暮れ 早い 山峡の 第一 一夜が 来た、 今夜 は 瀬 音 

が 耳に ついて、 いつまでも 唾れ なかった。 

宵 月、 そして 星空、 うつくしかった。 

〃谿谷 美， 

〃善根 宿， 

〃野宿， 



行 乞しつつ、 無言で は あるが 私の よびかける 言葉の 

一 節、 或る日 或る 家で —— 

* おかみ さんよ、 足 を 洗う よりも 心 を 洗いなさい、 

石 敷 を 拭く よりも 心 を 拭きなさい" 

が 顔 をう つくしく する よりもまず 心 をう つくしく し 

なさ y 

(十 一 月 十六 日) (十 一 月 十七 日) (十 一 月 

十八 日) 

あなたの 好きな 山茶花の 散って は 咲く (或る 友 



落 出の 街 はずれ 大野 大師 堂で お 通夜、 ゆっくりして 八 

時 出立、 それで は どなた も ごきげんよう、 たいへんお 

世話にな りました。 …… 

昨日の 道よりも 今日の 道、 山と 水と がます ますう つく 

しくなる、 引地 橋 ほとりの 眺望 もよ い、 猿 橋の ほとり 

も (その 街 を 十 時から 十一 時まで 行 乞)、 仁 淀 渓谷。 

秋の 日 は 傾いた が、 舟 戸で 泊れ ない、 県界 —— 両国 橋 

—— を 越えて いそぐ、 西の 谷で も 泊れ ない、 落 出に 来 

たが 泊れ ない (宿屋と いう 宿屋で はみ な 断られた、 遍 

路 はいつ さい 泊めない らしい)、 詮方な しに 一杯 かた 



下、 とみや。 

やっと 夜が 明け はじめた、 いちめんの 霧で ある、 寒い 

寒い、 手足が 冷える (さすがに 土 佐 は 温かく 伊予 は 寒 

いと 思う)、 瀬の 音が 高い、 霧が うすらぐ につれ て 前面 

の 山の よさが あらわれる、 すぐそばの 桜 紅葉が ほろ ほ 

ろ 散りし く、 焼香 読経、 冥想 黙禱。 

そこへ 村の 信心 老人 —— この 堂の 世話人ら しい —— が 

詣 でで 来て、 何かと 聞かされた、 遍路に も いろいろ あつ 

て、 めったに はこ こに 泊められな いこと、 お 賽銭 を 盗 

んだリ 何 かして 困る こと、 幸に して 私の 正し さは 認め 



て 貰った。 

寒い けれど (川風が 吹く ので) 八 時から 一時間ば かり 

行 乞 (銭 二十 八 銭、 米 四 合、 途中 も 行 乞しつつ)、 それ 

から 久 万へ、 成 川の 流れ、 山々 の 雑木 紅葉、 歩々 の 美 

観、 路傍の 家のお ばあさん からふかし 薯を たくさん 頂 

戴した、 さっそく 朝食と して 半分、 またの 半分 は 昼食 

として、 うまかった、 うれしかった。 

三 里ち かく 来る と 御 三 戸 橋、 ここから 面 河渓へ 入る 道 

が 分れて いる、 そこの 巨大なる 夫婦 岩 は 奥地の 風景の 

尋常で なかろう こと を 思わせる に 十分で ある、 私 は ひ 

たむ きに 久 万へ —— 松 山 へと いそいだ。 



山が ひらける ともう 久万 町だった、 まだ 日 は 落ちな 

かった、 札所 下の 宿に 泊る ことが 出来た、 おばあさん 

なかなかの 上手者、 よい 宿で ある、 広くて 深切で、 そ 

して。 —— 

五日ぶ りの 宿、 五日ぶ りの 風呂！ (よい 宿の よい 風呂) 

街まで 出かけて、 ちゃん ぼんで 二 杯 ひっかけた、 甘 

露々々、 そして 極楽々々 (宿へ は 米 五合 銭 三十 銭 渡し 

て 安心)。 

同宿 十数 人、 同室の 同行 (修行 遍路) から 田舎 餅 を 御 

馳走に なった、 何ともい えない 味だった、 ありがとう。 

半夜 熟睡、 半夜 執筆、 今夜 は 夜の 長いの も 苦にならな 



ぬた 味噌汁 

大根お ろし 豆の 煮た の 

菜 葉 汁 煮^ 

貝 物 JK 物 

(めずらしく 精進料理) 

(川口 在) 

黒 味噌 

(赤に あらず) 

田舎に は 山羊 を 飼養して いる 家が 多い 



山羊 は 一匹つな がれて、 おとなしく、 さびしく 草 を 

食べたり 鳴いた リ、 —— 何だか 私 も 山羊の ような！ 

(十 一 月 一 一十 日) (十 一 月 十九 日 も) 

ミツ マタ 

つ つましく も 山 畑 三椏 咲き そろ ひ 

岩が 大きな 岩が いちめんの 蔦紅葉 

なんと まっかに もみ づ りて 何の 木 

銀杏ち るち る 山羊 はかな しげに 

水 はみ な 瀧と なり 秋 ふかし 

ほんに 小春の あたたかいて ふて ふ 

雑木 紅葉 を 掃きよ せて 焚く 



久万町 行 乞、 銭 十三 銭 米 二 合、 霧の 中 を 二 里ち かく 歩 

いて ゆく と 三 坂 峠、 手足の 不自由な 同行と 道連れに な 

り、 ゆっくり 歩く (鶏 を 拾った 話 はお かしかった)、 遍 

路 みち は あまり 人通りがない と 見えて 落葉が ふかい、 

桜の 老木が 枯れて 立って いる、 椋の 大樹が そそり 立つ 

ている、 峠が 下りに なった ところで ならんで お 弁当 を 

食べてから 別れる、 御機嫌よう。 

山が 山に 樹が樹 に 紅葉 を ひろげて うつくし さ つ たらな 

い、 いそいで 四十 六番 参拝、 長い 橋 を 渡って、 森 松 駅 

から 汽車で 松 山 へ 、 立 花 駅から 藤 岡さん の 宅 へ とびこ 

ん だの は 六 時 頃だった ろう、 ほっと 安心す る。 



お 客 もあった りなかったり コスモス 枯れん \ 

霧の 中から 霧の 中へ 人 かげ 

雑木 紅葉の か V やくと ころで お べんた う 

秋風 あるいても あるいても 

蓮月尼 宿 かさぬ 人の つら さ をな さけに て 朧月夜 

の 花の 下 臥 

十一月 二十 二日 —— 二十 六日 藤 岡さん の 宅に て。 

ぼうぼう として 飲んだり 食べたり 寝たり 起きたり。 



酔生夢死と はこん なにして いる こと だろうと 思 つ た、 

何も 記す 事がない、 強いて 記せば I - 

三十日、 高 商に 高 橋さん を 訪ねて 久々 で 逢えた 事、 そ 

の 夜来て 下さ つ て 宿銭 を 保証して 小 遣 を 下さった 事。 

しみじみ 自分の 無能 を 考えさせられた 日夜が つづ いた 

ことで ある！ 

十二月 三日 晴。 

気分 やや かろし、 第五 十七 回の 誕生日、 自祝も 自弔も 

あった もの じ やない！ 同室の 青年に 話して いると、 



高 橋さん 来訪、 同道して 藤 岡さん 往訪。 

招かれて、 夕方から 高 橋さん を訪 う、 令弟 (茂 夫さん) 

戦死し 遺骨に 回向す る、 生々 死々 去々 来々、 それでよ 

ろしい と 思う。 

十 時 ごろ 帰 宿、 酒が こころよく まわらな いので、 そし 

ていろ いろ さまざまの ことが 考えられ るので、 いつま 

でもね つかれなかった。 

或る日 

なんと あたたかな しらみ をと る 

十二月 三日 夜、 ー洵 居、 戦死せ る 高 巿茂夫 

氏の 遺骨に ぬ かづ いて 



十二月 五日 好晴。 

何となく 身心 不調、 …… 何 かなしに さびしい。 

終日 終夜 黙々 不動。 

きのう もき よう も アル コ ー ル なし。 

省みて 恥じ入る 外な し。 

十二月 六日 晴。 

つめたい、 霜が うつ すら 降って いる (松 山巿 内で は 初 

氷が 張った そうな)、 冬 も 本格的に なって きた。 



机、 火鉢、 鍋、 七輪、 バケツ、 茶 椀、 箸、 そして 来、 

醬油、 塩。 

昼食 は 街のお でんやで、 夕食 は 高 橋さん の 宅で。 —— 

夜 は 高 橋さん に 連れられて 安井さん を 訪ねた、 ある だ 

けの 酒 をよ ばれる、 揮毫したり、 俳談 したり、 絵 を 観 

せて もらった りして いるう ちに、 いつしか 十 時 近く 

なった のでい そいで 帰る、 練兵場 を 横ぎ り そこなって、 

うろうろした けれど、 さわりな く 帰れた、 そしてす ぐ 

寝た。 



(ここで 私 は 宿の 妻 君に 改めて 感謝し なければ ならな 



い、 まことに よい 宿であった、 よい 妻 君であった、 私 

はとうとう 二十日 近く も 滞在して しまった (事情が そ 

うさせ たので あるが、 宿が よくなかったならば、 私 は 

どこかへ とびだした であろう)。 

四国 巡拝 中の 遍路 宿で、 もっとも 居心地のよい 宿と 思 

う (もっとも 木 賃料は 四十 銭で、 他 地方よりも 十 銭 高 

いけれ ど、 道 後の 宿 一般が そうな ので ある、 それでも 

一 日 三食た ベて 六十 五 銭 乃至 七十 銭)。 

夜の 敷布 上掛 はいつ も 白々 と 洗濯して ある、 居間 も 便 

所 も 掃除が 行き届い ている、 食事 もよ い、 魚類、 野菜、 

味噌汁、 漬物、 どれ も 料理が 上手で たっぷり ある、 亭 



主 は 好人物に すぎない らしい が、 妻 君 は 口 も 八丁、 手 

も 八丁、 なかなかの 遣 手だった。 

十二月 十五 日 晴 (重複す る けれど 改めて 記述す る) 

とうとう その 日 —— 今日が 来た、 私 はま さに 転 一歩す 

るので ある、 そして 新 一歩し なければ ならない ので あ 

る。 

ー洵 君に 連れられて 新居へ 移って 来た、 御幸山 麓 御幸 

寺 境内の 隠 宅で ある、 高台で 閑静で、 家屋 も 土地 も 清 

らか である、 山の 景観 も 巿街ゃ 山野の 遠望 も 佳い。 



京 間の 六 畳 一 室 四畳半 一 室、 厨房 も 便所 も ほどよくし 

て ある、 水 は 前の 方 十 間ば かりのと ころに 汲揚 ポンプ 

が ある、 水質 は 悪くない、 焚 物 は 裏山から 勝手に 採る 

がよ ろしい、 東々 北 向 だから、 まともに 太陽が 昇る (こ 

の 頃 は 右に 偏って いるが)、 月見に は 申 分な かろう。 

東 隣 は 新築の 護国神社、 西 隣 は 古 剎龍泰 寺、 松 山 銀座 

へ 七 丁 位、 道 後 温泉へ は 数 町。 

知人と して は 真摯と 温和と で 心からいた わって 下さる 

一 洵君、 物事 を 苦にしないで 何かと 庇護して 下さる 藤 

君、 等々、 そして 君ら の 夫人。 

すべての 点に 於て、 私の 分に は 過ぎた る栖 家で ある、 



私 は 感泣して、 すなおにつつ ましく 私の 寝床 を ここに 

こしらえた。 

夕飯 は 一 洵 君の 宅で 頂戴し、 それから 同道して 隣接の 

月 村 画伯 を 訪ね、 おそくまで 話し 興じた。 

新居 第 一 夜の ねむり は やすらか だ つ た。 

新 〃風 来 居， の 記 

〃無事 心頭 情自寂 

無心 事 上 境 都 如， (自警 偈) 

十二月 十六 日 (晴) 
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